
私
が
生
ま
れ
る
前
、
父
は

旭
硝
子
尼
崎
工
場
（
兵
庫
県
）

で
ガ
ラ
ス
を
溶
解
す
る
熱
処

理
作
業
現
場
で
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
は

谷
山
に
帰
り
軍
需
工
場
「
田

辺
航
空
工
業
」
に
入
社
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

熱
処
理
の
仕
事
を
生
か
し
、

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
飛
行
機
部

材
の
製
造
を
し
て
い
ま
し
た
。

田
辺
航
空
工
業
の
前
身
は
、

昭
和
３
年
に
造
ら
れ
た
田
辺

鉄
工
所
で
す
。
昭
和
10
年
に

軍
需
部
品
を
作
る
よ
う
に
軍

か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
18
年
に
は
、
田
辺
航
空

工
業
株
式
会
社
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
一
般
の
従
業
員
と

一
緒
に
、
学
徒
挺
身
隊
の
人

た
ち
が
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
６
千
人
体
制
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
私
が
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
聞
い
た
話
で

す
が
、
父
は
、
熱
処
理
の
仕

事
の
中
で
一
度
、
鹿
屋
の
航

空
隊
に
呼
び
出
さ
れ
て
、

「
お
前
の
熱
処
理
は
温
度
が

適
度
に
正
し
く
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
？
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
熱
処
理
は
正
し
く

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上

に
何
事
も
な
か
っ
た
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
母

か
ら
、
父
が
工
場
の
運
動
会

で
走
る
の
が
速
く
１
位
だ
っ

た
と
い
う
思
い
出
話
を
聞
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
18
年
、
私
が
２
歳
の

と
き
に
、
田
辺
の
社
宅
に
移

る
前
に
、
上
福
元
に
あ
っ
た

母
の
実
家
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
こ
の
前
に
空
き
家
が

あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
宅
が

米
軍
機
か
ら
の
機
銃
掃
射
に

あ
い
、
自
分
の
近
く
に
あ
っ

た
み
ず
屋
（
食
器
棚
）
に
命

中
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

私
は
す
ぐ
近
く
で
腹
ば
い
を

し
て
遊
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

命
拾
い
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
の
庭
や
畑
に

は
、
よ
く
空
に
な
っ
た
薬
き
ょ

う
（
銃
砲
の
発
射
薬
を
詰
め

る
容
器
）
が
転
が
っ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
19
年
に
な
る
と
、

諏
訪
の
山
間
部
に
あ
る
防
空

壕
へ
の
避
難
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
麦
や
キ
ャ

ベ
ツ
、
ト
マ
ト
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
ほ
か
、
カ
ボ
チ
ャ
や

か
ら
い
も
の
茎
、
ウ
サ
ギ
な

ど
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

食
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
20
年
の
３
月
18
日
か
ら

８
月
６
日
に
か
け
て
、
８
回

に
わ
た
る
鹿
児
島
大
空
襲
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
で
、
３
月
に
は
、
田
辺

航
空
工
業
は
、
大
口
に
疎
開

し
ま
し
た
。

８
月
６
日
に
は
、
警
戒
警

報
が
発
令
さ
れ
て
、
避
難
命

令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

両
親
と
伊
作
街
道
を
逃
げ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

８
月
15
日
に
は
、
太
平
洋

戦
争
が
終
戦
し
ま
す
。
こ
の

日
に
田
辺
航
空
工
業
は
即
日

解
散
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
弁
当
箱
や

農
機
具
、
鍋
や
釜
、
自
転
車

や
大
八
車
（
荷
物
の
輸
送
に

使
わ
れ
て
い
た
人
力
荷
車
）

な
ど
を
生
産
す
る
６
百
人
規

模
の
「
新
生
工
業
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
新

生
病
院
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
病
院
の
前
で
薬
品
臭

い
注
射
液
の
に
お
い
が
す
る

の
を
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
ま

す
。
昭
和
21
年
に
は
、
労
働

争
議
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
な
か
、
昭
和
24
年
に

は
、
新
生
病
院
は
修
道
院
に

よ
っ
て
購
入
さ
れ
て
、
同
時

に
愛
の
聖
母
園
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
28
年
の
11

月
に
は
新
生
病
院
は
閉
鎖
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
書
い
て

あ
っ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
平
成
10
年
に
、
愛

の
聖
母
園
は
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿

児
島
司
教
区
に
移
管
さ
れ
ま

し
た
。
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大
先
輩

軍
需
工
場
社
宅
の
日
々
語
る

本
紙
で
は
、
こ
れ
ま
で
太
平
洋
戦
争
中
に
本
校
の
敷
地
付
近
で
操

業
し
て
い
た
巨
大
軍
需
工
場
「
田
辺
航
空
工
業
」
に
つ
い
て
調
査
し

報
道
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
工
場
の
社
宅
で
あ
る
田
辺

住
宅
に
戦
前
か
ら
住
ん
で
い
た
の
だ
が
、
当
時
の
話
を
証
言
し
た
い
。

ま
た
、
鹿
児
島
南
高
校
の
前
身
の
谷
山
高
校
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
」
と
の
声
を
、
濵
本
常
實
さ
ん
（
鹿
児
島
市
常
磐
町

在
住
）
か
ら
い
た
だ
い
た
。

濵
本
さ
ん
は
、
昭
和

16
年
現
在
の
鹿
児
島
市
谷
山
生
ま
れ
。
谷

山
高
校
に
在
校
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
生
徒
会
長
と
し
て
、
現
在
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
生
徒
会
規
則
の
制
定
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
活
躍
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
濵
本
さ
ん

か
ら
頂
い
た
証
言
を
、
濵
本
さ
ん
自
筆
の
回
想
ス
ケ
ッ
チ
と
、
今
回

初
公
開
の
田
辺
航
空
工
業
の
本
館
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

濵
本
さ
ん
が
終
戦
前
後
に
居
住
し
て
い
た
田
辺
航
空
工
業
の
社
宅

「
田
辺
住
宅
」
（
③
の
住
宅
）
の
周
辺
図
。
本
校
敷
地
は
、
⑧
と
記

さ
れ
た
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
社
宅
は
木
造
の
長
屋
づ
く
り
。
周
囲

は
畑
で
、
工
場
の
貯
水
塔
や
、
戦
後
の
家
畜
試
験
場
の
存
在
が
分
か

幼
少
期

戦
前
の
田
辺
住
宅

父
親
は

田
辺
で
熱
処
理
担
当

本
校
前
身

谷
山
高
校
商
業
科
卒

濵本常實さん(75歳)

は ま も と つ ね み

1941年(昭和16年)鹿児島郡谷山町生まれ。

上福元町の田辺航空工業の社宅にて谷山小

１年生までを過ごす。1949年(昭和24年)に西

戸崎小２年生に転入。その後，鹿児島市立和

田中学校を経て，1957年(昭和32年)谷山高校

商業科(現鹿児島南高校)に入学。出光興産を

退職後、現在「ワタミの宅食」鹿児島中央営

業所まごころスタッフ。

１
９
４
３
年
（
昭
和
18

年
）
か
ら
現

在
の
鹿
児
島
市
西
谷
山
１･

２
丁
目
、

谷
山
中
央
８
丁
目
（
現
在
の
善
き
牧

者
幼
稚
園
、
鹿
児
島
南
高
校
、
谷
山

中
学
校
付
近
）
で
操
業
を
開
始
し
た

巨
大
軍
需
工
場
。
本
紙
第
２
号
で

「
本
校
は
巨
大
軍
需
工
場
跡
」
と
し
て

工
場
が
空
襲
を
受
け
る
ス
ク
ー
プ
写

真
と
と
も
に
報
道
し
た
。

同
工
場
は
、
従
業
員
５
千
人
超
の

南
九
州
最
大
の
軍
需
工
場
で
あ
り
、

航
空
機
部
品
を
造
り
、
大
村
海
軍
工

廠
（
か
い
ぐ
ん
こ
う
し
ょ
う
）
（
長
崎
県

大
村
市
）
に
送
っ
て
い
た
。
主
翼
・
機
体

な
ど
の
多
様
な
部
品
製
造
の
中
で
特

に
零
式
水
上
偵
察
機
の
フ
ロ
ー
ト
（
水

上
で
離
発
着
す
る
た
め
の
舟
型
の
浮

き
）
は
国
内
最
大
の
生
産
量
を
誇
っ
た
。

鹿
児
島
南
高
校
の
敷
地
は
当
時
社

宅
第
２
区
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今

回
、
証
言
さ
れ
た
濵
本
さ
ん
が
居
住

し
て
い
た
社
宅
は
現
在
の
谷
山
中
学

校
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。

工
場
は
、
千
人
を
超
え
る
10

代
の
勤

労
学
徒
、
養
成
工
も
勤
務
し
た
。

本
紙
第
７
号
で
は
、
戦
況
悪
化
の
中
、

旧
制
大
口
中
学
校
と
大
口
高
等
女

学
校
（
両
校
と
も
伊
佐
市
大
口
、
現

県
立
大
口
高
校
）
に
疎
開
工
場
が
設

置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が
部
品
製
造
に

従
事
し
て
い
た
様
子
を
明
ら
か
に
し

て
報
道
し
た
。

今
回
、
濵
本
さ
ん
の
提
供
に
よ
り
、

田
辺
工
場
の
本
館
建
物
の
写
真
を
初

公
開
す
る
。
鹿
南
タ
イ
ム
ズ
で
は
、
今

後
と
も
軍
事
機
密
に
つ
つ
ま
れ
た
工

場
の
全
容
解
明
に
向
け
て
調
査
活
動

を
続
け
、
継
続
的
に
報
道
し
て
い
く
。

田
辺
航
空
工
業
株
式
会
社

た
な
べ
こ
う
く
う
こ
う
ぎ
ょ
う

工
場
本
館
写
真

初
公
開

戦後，善き牧者修道会の所有となった(1949年昭和２４年)頃の，元田
辺航空工業本館事務所の写真。現在の善き牧者幼稚園付近。この建物
のみ空襲で焼け残った。門前に畑が広がる。（濵本さん提供写真）

田辺航空工業の本館事務所建物の正面玄関。写真の人々は戦
後の新生工業時の工員か。田辺工場の建物がこれほど鮮明に残っ
ているのはめずらしい。（濵本さん提供写真）

終
戦
直
後
の
谷
山
駅
に
向
か
う
列
車
か
ら
、
人
々
が
物
資
を
車
外

に
投
げ
る
様
子
。
食
糧
難
の
時
代
、
買
い
出
し
の
食
糧
も
駅
で
取
り

締
ま
ら
れ
た
た
め
、
時
間
を
合
わ
せ
て
列
車
か
ら
食
糧
を
落
と
し
て

家
族
に
渡
そ
う
と
し
た
。
幼
少
の
濵
本
さ
ん
は
そ
れ
を
拾
お
う
と
し

て
大
人
に
制
止
さ
れ
た
と
い
う
。

終
戦
後

本
館
前
は
薬
品
臭
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